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第３７０回 卓話・参議院議員 島田ちやこ先生 

 

 

 

 
 
 

会長  李 一孝 
 
本日は参議院議員島田ちやこ先生には大変お忙し

いところ、熊谷南ロータリークラブへ卓話においで

いただきありがとうございます。 

心から感謝申し上げる次第でございます。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

先日ある経営者セミナーに行って参りました。そ

のとき印象に残ったのが「伝えることは謙虚になる

ことである」と言う言葉でした。 

人になにか伝えるということについて考えてみま

した。先週の例会でお話しましたが、６月１２日、
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会 長 挨 拶 

本日のプログラム ６月２２日（水） 
クラブ協議会「一年を顧みて」 

参議院議員 島田ちやこ 先生 挨拶 謝辞を述べる李会長と島田先生 

議員秘書の方  々 李会長令夫人とエル歯科勤務医 島崎会員と従業員の方 



東京国際フォーラムで開催された日本顎咬合学会で

講演をおこなってまいりました。講演することは人

になにかを伝えることのひとつです。今回のテーマ

は全く歯がなくなってしまった患者様を総入歯で治

す場合とインプラント治療（人工歯根治療）で治す

場合とどう違うかということについて私がここ１２

年ほどいろいろな学会で発表してきたことをまとめ、

それに新しい考察を加えてお話ししてきました。自

分の仕事について振り返り、それを発表することは

大変ですがやり遂げた時は達成感があり、心地良さ

を感じます。 

さて物事を学ぶ時、最初は見たり聞いたりするこ

とから始まります。それについて考え、検証し、他

人の意見も聞き議論もする。そして本当によいもの

だと判断してから実行する。実行して、その経過を

見てよいと考えたこと、良いと解かったこと、それ

を今度は他の人に伝えていく。しかし、伝えようと

して言葉にしてみる、あるいは文章にまとめようと

すると、あやふやなところが発見できたり、わかっ

たと思っていたことがよく解かってないことに気づ

いたりします。そうすると、これからやらなければ

いけないこと、自分の問題点が明確になり、それを

解決することにより自分のレベルが上がり、学ぶ喜

びを感じ、満足感を感じ、さらに高いレベルでまた

人に伝えることができる。伝えることを通じて謙虚

になり、結果的に良い循環で自分を成長させること

ができる。 

伝えることができる人、他の人を導く人がリーダ

ーである。歯医者は健康ということについて社会の

人々を正しく導くべきである。 

歯科医師の成功の本質はそこにある。アメリカの有

名な歯医者が 

４０年ぐらい前に述べてます。 

さて、伝える人はどんな人でしょう？えらいひと

ですか ? 

たくさん勉強した人でしょうか？人生経験のある人

でしょうか？ 

講演のプロの人でしょうか？先ほどのセミナーでな

にかを質問されたら、その人が伝える人になってし

まうといわれました。これには驚きました。いつで

も、どこでも伝える立場になってしまう。これはあ

る意味では恐ろしいことです。いつでもどんなとこ

ろでも、心を開き、自分を謙虚な状態にしておき、

伝える姿勢、学ぶ姿勢を崩してはいけない。このセ

ミナーで痛感しました。 

ロータリーのこともだれかに、ロータリーって何

なのと聞かれることが多々あります。是非ともきち

んと答えられるロータリアンになりたい、ロータリ

ーについて伝えることができるロータリアンになり

たいと思っておる次第です。 

次年度はロータリー情報委員として地区で仕事を

することになりました。本当にロータリーを伝える

立場になってしまいました。 

今日はうちの代診の先生を３人連れてきました。 

いつもロータリーについて語ってます。将来は間違

いなくロータリアンです。ロータリーの良さをしっ

かり伝えたいと思います。 

 
 
 
 
演題「チャレンジ」 

参議院議員 島田 ちやこ 先生 

 
＜女性も男性も多様なライフスタイルを生きる時代＞ 
 
人生８０年時代という長い人生において、ライフス

タイルは多様になりました。 
学校を出たら就職し定年まで勤めて老後・・・これ

まで、男性の人生がこんなパターンだと考えられて

いたとしたら、女性の人生はすでに多様でした。 
勤め続ける人、出産して退職する人、子育てしなが

ら地域で活躍する人、家庭や地域での経験も活かし

て再就職する人、事業を始める人、学校で学び直す

人。企業での働き方も、正社員、パート、派遣とい

ろいろでした。 
いま、男性も多様なライフスタイルを生きる時代に

なっています。年功よりも知識がものをいう２１世

紀。生涯を通じて教育を受け、学ぶことが欠かせま

せん。リストラや会社の破綻も珍しいことではなく

なりました。転職や脱サラ起業、パート就業も意識

する必要があり、「家族を養う」責任はひとりでは担

いきれなくなっています。 
性別や年齢によるパターンにこだわらず、誰もが「自

分らしく」ライフスタイルを選択し、そのための「チ

ャレンジ」を応援できる社会。２１世紀がそんな社

会であってほしい。 
「自分らしいライフスタイルとは何か」。女性として、

歯科医師として、妻として、母として、そして国会

議員として・・・・・。 
それぞれの選択の実現にむけた「チャレンジ」。夢・

チャンス・チャレンジ・挫折・涙・感動と喜びを通

して男性も女性も「チャレンジ」ができ、「サポート」

ができる社会について皆様とともに考えてまいりた

いと思います。 
 
略歴（Career） 
1962年 福岡県生まれ 
1983年 NHK福岡放送局ニュース番組担当 
1994年 明海大学歯学部卒業(坂戸市) 

歯科医師免許取得 
1996年 川越に嶋田歯科開設 
2003年 民主党埼玉県参議院選挙区第3総支部長 
2004年 第20回参議院通常選挙にて初当選 

卓 話 



国会の役職・所属委員会 
(Parliamentary Committees) 
■環境委員会委員 
■政治倫理の確立及び選挙制度に関する特別委員会

委員 
■少子高齢社会に関する調査会委員 
 
 
                                                                                                                    

 
 

幹事 棚澤 正行 

1. 地区より 
＊ 2004～2005年度「世界社会奉仕」につ 
いて 

＊    〃     ＧＳＥ「研究グループ

交換報告書」 
 
2. 新座ＲＣより 
ホームページ開設の案内 

 
3. 熊谷市青少年非行防止大会主催者より 
＊ 熊谷市青少年非行防止大会の協賛について

（お願い） 
＊ 平成１７年度（第２４回）熊谷市青少年非

行防止大会へのご臨席のお願い 
 
4. 高城神社より 
胎内くぐり（大祓式）のご案内 

 
5. 熊谷東ＲＣより 
１００周年例会の集合写真 

 
6. 熊谷の環境を考える連絡協議会より 
１日エコ家計簿作成のお願い 

 
 
 
 
 
 出 席 報 告 
例会日  ６月１５日 
 
会員数 出席 欠席 MU 出席率 
４１  １８  ２３ １ ４６％ 
お客様：参議院議員・島田ちやこ代議士 

秘書官3名、 
李会長令夫人、棚澤幹事令夫人、 
会員企業の従業員の方6名（エル歯科医院
より3名、㈱シマザキより3名） 
 

 ニ コ ニ コ BOX 

 

李一孝会長 
 本日は参議院議員、島田ちやこ先生、大変お忙し

いところ卓話においでいただきありがとうござい

ます。家内とうちの代診の3名の歯科医師がお世
話になります。私の会長あいさつも今日いれてあ

と3回になりました。本当に月日のたつのは早い
ものです。 
棚澤正行幹事 
 島田ちやこ先生、本日はお忙しい中熊谷南RCへ
お越し頂きありがとうございます。本日は卓話よ

ろしくお願い致します。 
島﨑次弘会員 
 今日もうちの会社の人達3人と一緒にお話を聞か
せて頂きます。島田先生よろしくお願い致します。 
 

 

幹 事 報 告 

委 員 会 報 告 

熊谷南ロータリークラブ 

クラブ会報委員会 大野英夫・馬場孝・ 
猪俣信雄・埼玉勝・佐川順一・加藤博・ 
下田眞弘・丑久保紀美 
TEL  048-522-6143 
FAX  048-522-6153 
E-mail: ksr@ps.ksky.ne.jp 

http://www.ksky.ne.jp/~ksr/ 


